
第13回日本不安症学会学術大会　採択演題一覧

登録番号 演題番号 カテゴリー 演題名

10001 1-1 診断 「不安・抑うつ発作」とは何か?　拒絶過敏性・反芻思考との関係

10011 1-2 診断 松沢病院の強迫症患者の臨床的特徴　特に精神病性障害併存に関する考察

10019 1-3 診断 Shared Transethnic Genetic Basis of Panic Disorder and Psychiatric and Intermediate
Phenotypes

10020 1-4 診断 Shared Trans-ancestry Genetic Etiology between Panic Disorder and Anxiety Disorders

10003 2-1 治療（心理療法） 社交不安症の認知行動療法モバイルアプリの開発

10004 2-2 治療（心理療法） パニック症に対するオンライン認知行動療法の臨床試験（単群およびランダム化比較試験）

10014 2-3 治療（心理療法） 当院における強迫症入院治療プログラムの有効性の検討

10015 2-4 治療（心理療法） 不安症（パニック症と社交不安症）のガイド付きインターネット認知行動療法:パイロット実用可能性試験

10027 2-5 治療（心理療法） 記憶再固定メカニズムを用いた“恐怖の再発”の抑制―なぜ再現できないのか?―

10028 2-6 治療（心理療法） 広場恐怖症患者に対する集団認知行動療法についての資料

10030 2-7 治療（心理療法） マインドフルネス集団療法が不安を低減するメカニズム:脳波による瞑想中の雑念の可視化

10016 3-1 症例報告 心的外傷体験が背景にある嘔吐恐怖症患者に認知行動療法が奏功した1症例

10017 3-2 症例報告 強迫症の治療経過中にADHDの併存が疑われた1症例

10021 3-3 症例報告 葛藤により解離性全生活史健忘（人格交代）をきたした被虐待者が、心理教育と環境調整により快復した一例

10022 3-4 症例報告 過敏性腸症候群を伴った社交不安症にエスシタロプラム投与が著効した一例

10024 3-5 症例報告 残便感など便へのこだわりを主とした強迫症に入院治療が奏功した中年男性の１例

10023 4-1 脳画像研究 社交不安症に対する認知行動療法による安静時脳機能ネットワークの変化

10025 5-1 疫学研究 潜在クラス分析を用いたうつと不安症状の共存パターン

10026 5-2 疫学研究 日本人大学生における社交不安症と大うつ病エピソード併存の予測因子

10005 6-1 学校保健 思春期における睡眠習慣と精神病様体験の関係:交差遅延効果モデルによる検討

10006 6-2 学校保健 思春期の子どもの保護者向けの精神保健リテラシープログラム:系統的レビュー

10007 6-3 学校保健 高校生における疾患毎の援助希求意図への精神保健・精神疾患に関する知識、疾患の認識力、対人距離感の関連

10008 6-4 学校保健 学校教員が実施する高校生向け精神保健リテラシー教育:準クラスターランダム化比較試験による効果検証

10009 6-5 学校保健 大学新入生のメンタルヘルスに及ぼすCOVID-19の影響

10012 6-6 学校保健 中高生の睡眠時間に対するコホート効果の検討（第２報）2009-19年縦断的データから

10029 6-7 学校保健 中高生における相談相手の数の体型への影響

10034 6-8 学校保健 大学新入生は何に不安を抱いているか―Covid-19流行前の無記名アンケート調査より―

10002 7-1 心理評価、尺度作成 強迫症患者と第一度親族における意思決定機能～意思決定機能は強迫症における中間表現型なのか?～

10033 7-2 心理評価、尺度作成 臓器移植レシピエント候補者における不安の評価

10000 8-1 その他 高不安者と衝動性・怒りに関する関連の検討－特性不安と抑うつによる群分け－

10010 8-2 その他 日本人大学生の自尊感情、社交不安、および自殺関連念慮の関連における絶望感の媒介効果

10013 8-3 その他 強迫症の入院治療における看護の在り方、役割について

10018 8-4 その他 トラウマのしろうと理論－体験者への関わりに着目した計量テキスト分析による検討―

10031 8-5 その他 選択的オピオイドδ受容体作動薬による恐怖記憶消去の促進と内側前頭前野内グルタミン酸神経伝達の抑制

10032 8-6 その他 高社交不安者における自己注目と注意バイアスは脳活動と視線にどのように現れるか


